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6 ホームページＵＲＬ https://www.checkbox.co.jp

代表者　職・氏名 代表取締役 佐藤 仁利

所在地 1240024 東京都葛飾区新小岩4-20-24　FlatC.B 1階

事業者等の名称 チェックボックス株式会社

業種 ５．情報通信業

従業員（構成員）数 12

12

デジタル技術を活用した資源の削減（ペーパーレス化）を推
進しています。社内文書の電子化を徹底するとともに、クラ
ウドへ移行することで紙での保管を最小限に抑えていま
す。さらに、この取り組みを自社内にとどめず、パートナー
企業間における各種書面のペーパーレス化にも共同で取り
組んでいます。

業務効率化と環境負荷低減のため、さらに書面の電子化を推し進
めていきます。
やむを得ず紙での印刷が必要な場合は、
原則「両面印刷・白黒印刷」を徹底し、
紙資源の消費削減とトナー使用量の最小化を実践します。

ゴール これまでの取組内容 2026 年12月31日までの取組目標

4

「社員全員」を対象とした教育体制の構築に取り組んでいま
す。数年前よりeラーニングを導入し、実業務に直結するス
キルだけでなく、ハラスメント防止といったコンプライアンス
や人権に関する多目的な教育を全社で実施してまいりまし
た。さらに昨年からは、業務へのAI導入を見据え、全社員が
主体的に試行錯誤を重ねながら最先端のITスキル学習を
進めています。

eラーニングについては、社員のポジショニングや進みたい方向性
に直結するテーマを厳選し、実践的なリスキリングの場へと深化さ
せます。
また、AIの活用においては、開発工程における利用規約や活用方
法の統一を進め、全社でスキルの標準化を図っていきます。

目標に関連する取組内容等

☑

サステナビリティと競争優位性の同時実現
　　・独自ポジショニングの強化と生産性向上（目標4の狙い）
　　・コスト構造の最適化とリスクマネジメント（目標12の狙い）
　　　　↓
　　企業価値（ESG）の向上と人材獲得の強化

目指すＳＤＧｓのゴール（複数選択可）

☑

葛飾区ＳＤＧｓ宣言書

宣言日 2026

事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

高度なDXと全社的な学びが融合した、持続可能なスマートオフィス。

事業者等としてのねらい、特徴的な活動


